






































































1) 例えば， Justice Policy Institute， Cost-Effective Youth Corぽ tions:Rationalizing the 
Fiscal Architecture of Juvenile Justice Systems， 206; National Juvenile Justice Net 
work， The Real Costs and Benefits of Change: Finding Opportunitieゆ rRゆrmDur-
ing Diffiωlt Fiscal Times， 2010 
2 少年矯正施設の統廃合
(1 ) 統廃合計爵の浮上
2010年現夜，クィスコンシン州には 3つの少年矯正施設2)(Juvenile Correcω 
tional Institution)がある。設立1債に，エサン・アレン学校 (EthanAllen School)， 
リンカン・ヒノレズ学校 (LincolnHiIs School)，サザ、ン・オワクス女子学校 (South叩
ern Oaks Girls School)である。前者 2つは男子専用施設，後者は女子専用施
設である。









リンカン・ヒノレズ学校(以下， LHSと呼ぶ)は， 1970年，州北部の Irmaに
建設された。 EASにおける過剰収容4)の解消と，州北部に男子施設の設置を
義務づけた法律5)の要請に応えることが目的である。敷地面積は 800エー
カー(約 3.2km2)，設立当時の定員は 287人であった。 LHSは， しばらくは
男女共用施設であったが， 1994年に女子専用施設が開設されたため，その
後は男子専用施設となった。






定員は設立当時も 2010年現在も 57人である。 EASとLHSは大規模施設で
あるが， SOGSは小規模施設である。
このように，ワィスコンシン州では， 1970-93年の約 25年間は 2施設体
制が， 1994-2010年の約 15年間は 3施設体制が敷かれてきた。しかし，少
年矯正施設の統廃合が政治課題として浮上することになる。
2010年4月，州知事の JimDoyleは少年矯正検討委員会(JuvenileCorrecω 

































④ 2011年 7月 1日に SOGSとEASを閉鎖し，全ての少年を LHSに移
すこととする。
⑤ LHSの800エーカー (3.2km2) の敷地のなかに，新たにクワパー・レ
イク学校 (CopperLake School)という女子施設を設けることとする。






























な数値を記したメディア・アァクト・シート 11)(Media Fact Sheet.以下， rファク
ト・シートJと呼ぶ)が配布された。
① 少年矯正局の赤字は現在2160万ドノレである。




④ 2011年2月25日現症の定員充足率は， EAS 30% (167人)， LHS 27% 
(141人)， SOGS 20% (18人)である。
⑤ 2010会計年度における少年 l人当たりの年間施設費は 1万9520ド
ノレ，少年 1人1日当たりの施設費は 327.46ドノレである。
307 
⑥ 統廃合を実施した場合には， 2012会計年度における 1日当たりの収
容費の予想額は 284ドノレになる。施設の統廃合を行わなかった場合に
は， その額は471ドノレになる。
⑦ 常勤職員数は， LHS 179人， EAS 207.5人， SOGS 84.5人である。





































4) 1969年時点、における EASの1日当たりの平均収容者数は 382人，収容定員 (bed
capacity) は344人，収容率は 111%であった。 TheState of WisconsiηBlue Book 
1970， p.762. 
5) 州法典集は，外!西部の LaCrosseと東部の Manitowocとそ結ぶ線の北部に男子施
設を設けなければならない， と規定している(当待の s.46.049，現在の s.301.20)。
以下，外li宏典集 (WisconsinStatutes)の条文をこのように表記する。 s.301.20は州
法典集第 301章第 20条を指す。
6) The Juvenile Corrections Review Committee， Report of the Juvenile Corrections 
Review Committee to Governor Jim Doyle and Secretary Rick Raemisch， June 2010. 
A vailable at: http://、円引γwchsa.org/vertical!Sites/%7BB5D9E240-2100-4AE 1-B9FDω 
C9lDC7DBA2A5%7D/uploads/%7B4AE24492-2126-42CA-BF6C-47D471F8B9CD%7D.PDF 
7) EASを閉鎖するという提案に対し， 11人の委員のうち 3人が棄権， 5人が賛成，
3人が反対した。 Id.，p.31 
8) Department of Corrections， Administrator's Memo to Counties， lvlemo #11-01， 
Coηsolidatio/l of Juvenile Correctional Institutions; New Juvenile Commitments， from 
Margaret C. Carpenter， Administrator，ωCounty DepartrnenぉofHurnan/Social Ser-
γices Directors， Wisconsin Cir印 it/J，μvenileCourt Judges and Wisconsin Sherifs， March 
24，2011. Available at: http://ww引T.wi-doc.com/DJC_memos/11-0 1.pdf 
9) Department of Corrections， For Immediate Release， WI Departrnent of Corrections 
to Consolidate Juvenile Institutions・PlanAddresses Falling Juvenile Population and 





1年，デイン・カクンティの会計年度は暦年 (calendaryear) と同じく 1月1日から
12月31日までの 1年をいう。
11) Doc Division of Juvenile Corrections Consolidation Plan， Media Fact Sheet. 
Available at: http://www.wi-doc.com/PDF _Files/News%20Release%20Fact% 
20Sheet%20-0/020DJC%20Consolidation%20Plan.pdf 
12) LHSが選ばれた背景事情として， 2009年における職員による正式の苦情申立
(grievance)がEASでは 109件あったのに対し， LHSでは l件もなかったこと，
2009年における EASの少年による苦情申立 (complaint)件数はLHSのそれの約2
倍で、あったこと， LHSの雰囲気のほうが少年に適していることがあげられている。
See Matt Hrodey， Putting Kids Away: Wisconsin closes al but one juvenile corrections 
facility， hoping ωke，ψ troubled teens closer to home， Isthmus， Vol. 36， No. 31， August 
5， 2011， p.11. 
13) ミルクォーキーから選出された 3人の民主党州議会議員から， 3施設の開設継続
を求める修正案が州議会に提出されたが，棚上げにされたまま採決されることはな
カミつ7こ。 Idり p.10.
14) See Mike Johnson， Ethan Allen， Southem Oaks would close under Walker's budget， 
Juvenile offenders would be relocated to Lincoln Counけfacility，Journal Sentinel， 
March 1， 2011 (visited May 22，2011) <http://www.jsonline.com/news/statepolitics/ 
117192173.html >. 
15) JSOnline Newswatch， Ethan Allen， Southem Oaks would close under Walker's bud-
get， by Mike Johnson of the Journal Sentinel， March 1， 2011 (visited May 22， 2011) 
くh社p://www.jsonline.mobi/more/news/wisconsin/ 117192173.htm?view ALL= 1 >.
16) Wisconsin Department of Corrections， Division of Juvenile Corrections， Visitor Bus 






















まず， 2000-10年における同州の少年被逮捕者総数の動向をみると， 2000 
年の 12万9091人から 2010年の 7万4876人へ大きく減少 (-42%)してい
る18)。また，同期聞における減少率を犯罪類型別にみると，暴力犯 -26%，
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また，同州における刑事裁判所への移送人員 (waivedto criminal court)も減
少傾向にある。図 4は， 2003-10年に刑事裁判所へ移送された少年の人数の
推移を示したものであるが，その数は 2005年の 377人をピークに以後減少
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出典:Wisconsin Council on Children & Families， The State o[ Juvenile Justice in 
Wisconsin， What Do We Really Know?， 2011. 
図4 刑事裁判所への移送人員の推移









































71 72 73 74 75 76 7 78 79 80 
EAS 346 292 212 251 332 358 458 452 386 306 
(定員) (344) 
LHS 117 189 231 232 238 255 303 325 286 245 
(定員) (287) 
計 462 481 443 483 570 613 761 777 672 551 
81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 
EAS 302 304 304 310 332 347 303 326 340 320 
(定員) (313) 
LHS 218 204 185 183 224 235 240 235 225 252 
(定員) (265) 
計 520 508 489 493 556 582 543 561 565 572 
91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 
EAS 328 347 374 403 478 491 410 421 447 438 
(定員) (276) (342) 
LHS 272 289 322 401 397 399 358 358 348 330 
(定員) (252) (298) 
SOGS 90 91 81 81 83 87 
(定員) (57) 
計 600 636 696 804 965 981 849 860 878 855 
01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 
EAS 434 401 378 322 318 280 275 273 251 207 
(定員)
LHS 348 329 304 263 255 233 220 224 209 176 
(定員)
SOGS 89 87 79 70 48 47 52 56 68 49 
(定員)
計 871 817 761 655 621 560 547 553 528 432 
注 :State of Wisconsin Blue Book をもとに作成。
1971-84年は会計年度の数値。
表によれば， 2010年における 1日当たりの平均収容者数はEAS207人，
LHS 176人， SOGS 49人であり，収容定員はEAS342人， LHS 298人，
SOGS 57人であるから，定員充足率はEAS61%， LHS 59%， SOGS 86%で
ある。一方，ファクト・シートによれば， 2011年 2月 25日現在の定員充足率




れば，各施設の定員充足率および被収容者数はEAS30% (167人)， LHS 27% 
(141人)， SOGS 20% (18人)であるから，各施設の収容定員は EAS557人，
LHS 522人， SOGS 90人ということになる。この数値は，青書に記された















数を比較すれば， EASは47%の減少， LHSは53%の減少， SOGSは56%












クィスコンシン州の収入は，①一般目的収入 (generalpurpose revenue)， 












ており， 2004年から 07年までの 3年間に一般目的収入は7.1%増加したも




















注:Tamarine Cornelius， Research Analyst， Wisconsin Council on Children & 
















出典:Tamarine Cornelius， Research Analyst， Wisconsin Council on 
Children & Families， Decrease in Tax Revenue Contributed ω 
State Fiscal Difficult配's，2011. 
































(s. 938.34 (3) (f))， 2011年 5月31日に州議会の共同財政委員会(JointFinance 






















17) The Juvenile Corrections Review Committee， op.cit.， p.3. 
18) See Wisconsin Office of Justice Assistance， Crime and Arrests iηWisconsin 2000， 
2010 









21) 指標犯罪とは，連邦捜査局 (FederalBureau of Investigation)が毎年発行する統計
書 (UniformCrime Report)において，アメリカの犯罪動向の概況を示すべ〈発生
件数が報告される 8つの犯罪のことで，謀殺 (murder)，強姦 (forciblerape)，強盗
(robbery)，加重暴行 (aggravatedassa叫t)，不法目的侵入 (burglary)，盗罪 (the丘)， 
自動車盗 (motorvehicle the丘)，および放火 (arson)を指す。
22) ヲィスコンシン州の少年司法法上，犯罪少年 (juvenilealleged to be delinquent) 
は10歳以上 18歳未満の者をいう (s.938.02 (10m)， 938.12 (1)。
23) 2000-10年にクィスコンシン州の 10-17歳入口は 56万7979人から 53万1958人
に減少している。 OJJDP，OJJDP Statistical Briefing Book， Census Bureau， Easy Ac-
α'sωJuvenile Populations: 1990-2010， available at: h抗p://www.ojjdp.gov/ojstatbb/ 
ezapop による。
24) なお， 2000年における成人の被逮捕者総数は27万5446人， 2010年におけるそれ
は28万0587人で，ほぼ横ばいである。 SeeWisconsin 0伍ceof J ustice Assistance， 
Crime and Arrests in Wisconsin 2000，2010. 
25) ちなみに，デイン・カクンティの少年裁判所における刑事裁判所への移送件数は，
少年司法法制定直後の 1996年には 220件であったが， 2010年には 24件にまで減少




27) Robert Hahn et al.， Efects on Violence 01 Laws and Policies Facilitating the Tran手r
01 Youth from the Juvenile to the Adult Justice System: A Repo付 onRecommendations 
01 the Task Force on Community Preventive Services， Morbidity and Mo此alityWeekly 
Report， Vol. 56， No. RR-9， 2007. Available at: http://www.cdc.gov/mmwr/pdf/rr/ 
rr5609.pdf 
28) Abigail Bostwick， Lincoln Hils School ahead 01 schedule on consolidation， The Northー
woods River News， May24， 2011 (羽sitedSep. 23， 2011)くhttp://www.rhinelanderdailynews.
com/main.asp?SubSectionID=47 &ArticleID=48113&SectionID=6 > 
29) Marci Laehr Tenuta， DOC recommended closure 01 Southern Oaks， JU1ノenileCorrecー
tions Facility at 84 Stafflor 18 Students， The Journal Times， March 3， 2011 (visited 
Sep.26，2011)くhttp://www.jo凶naltimes.com/news/loαU副 de_48101254-4592-11eO-b1da-
00 1cc4c002eO.html?mode=story >. 
30) Jeff Starck， Lincoln Hills to Expand under Plan， Wausau Daily Herald， March 2， 





(Department of Corrections， Bureau of Budget & Facilities Management)から提供
されている。
32) 定格定員 (ratedcapacity) とは，工業規格に基づく，修正および拡張を加えた，
施設の原設計定員のことであり，過剰収容時のベッドや二段寝棚は含まれていな
い。 StateofWisconsin Blue Book 2009-201αp.831. 
33) 矯正施設は80-85%の定員充足率を常態と想定して設計されている。
34) ちなみに，矯正省は， EASとLHSの両施設の存続を検討していた段階では，青
書にある定格定員を用いていた。 SeeFaciliてyEvaluations of Juvenile Corrections Fa-
cilities. Available at: http://www.wi-doc.com/10%20Year%20Plan/9/Sec9_V2.pdf 
35) 例えば，クィスコンシン州立大学の授業料。
36) 例えば，商業活動に対するリサイクリング課徴金。
37) 罪悪税 (sintax) とも呼ばれる。
38) 2007-10年の 3年聞に，個人所得税収入は約69億 1470万ドルから約60億8920
万ドルへ，売上税収入は約43億7420万ドルから約39億4420万ドルへ減少した。







年司法制度のほうが成人システムより効果的であるJと。 WisconsinCouncil on 
Children & Families， The State of Juvenile Justice in Wisconsin， What Do We Really 






















































































つである。 YouthAids導入前の 5年間(1974-78年)における 1日当たりの
平均収容者数の推移をみると， EASは1.8倍 (251人→452人)， LHSは1.4倍
327 
(232人→ 325人)に急増している(前掲表1参照)。当時の EASの収容定員は344




Offender Review Program (以下， JORPと呼ぶ))が発足した。 JORPの目的は，
少年矯正施設に送致された少年のニーズを再調査し，施設収容の適否を審査
することにあった。 JORPの再調査の結果， Youth Aids発足以前には不適
切な少年矯正施設送致がかなりの割合で存在することがわかった。すなわ




Youth Aidsは， 1980年には試験的に 10のカヲンティ 54)において，翌81
年には72全てのカクンティにおいて導入された。













Youth Aidsは，州の健康社会福祉省地域局 (Departmentof Health and Social Ser-
vices， Division of Community Services以下， DCSと呼ぶ)の管轄下に置かれた57)。













① Youth Aids諮問委員会 (Youth Aids Advisory Committee) 
1980年3月には， Youth Aids導入にあたって州の健康社会福祉省を補佐
するため， Youth Aids諮問委員会が設けられた。そのメンパーは， 15のカ
クンティの代表， JORPおよび矯正局の代表，少年裁判所の裁判官，少年警
察職員，最高裁判所事務局およびワィスコンシン刑事可法協会 (Wisconsin




















④ 審査手続き (ReviewProcedures) 
以上のほかに，カクンティに法律上および政策上の諸要件を遵守させるた
め， DCSにより，計画審査手続き (planreview procedures)，ならびに，会計
















る。ちなみに， 2010年におけるその金額(上限)は， 1億 0079万0200ドノレで
ある (s.301.26(7) (a))。
現在， Youth Aidsの総額は 8種類の資金，すなわち，①期首基礎配分
(7827万5500ドル。以下()内は2010年の金額)，②アルコーノレ薬物関係の基礎配






① 期首基礎配分(InitialBase Alocation) 
Youth Aids発足当初は，各カクンテイへの配分額は次のような 11つの
優先因子を伴う 3因子定式J(three-factor formula with an additional override fac-
tor)により決められていた。すなわち，基本的には， (a) 1979年における
州全体の少年人口 (0歳から 17歳まで)， (b) 1975-78年に，連邦の統一犯罪












② アルコーノレ薬物関係の基礎配分(Alcoholand Other Drug Ba5e Allocation) 











に少年矯正施設または拘禁青少年保護センタ _63)(5ecured re5idential care center 































ソンのあるデインの 696万 8654ドノレ， ラシンの 476万 3709ドル，下位はア









家庭省 (WisconsinDepartment of Health and Family Services)が各カヲンテイに
対し配分する州および連邦の合同資金のことである。その財源は，社会福祉助成金
(SociaI Services Block Grant)，地域メンタノレ・ヘルス助成金 (CommunityMentaI 





を対象としている。 5eeBai Linh Hoang et al.， Robert M. La Follette School of Pub-
lic Affairs， University ofWisconsin-Madison， An A聞か'sisof CommuniかAids，pre-
pared for the Wisconsin Joint Legislative Council， 2006. 
45) Department of Health and Social Services， Division of Policy and Budget， A Re 
port on the 5tatus of the Community Youth and F，日milyAids Program， 1985， pp.3-4. 
46) ただし， Youth Aids資金を，土地の購入，建物の建設，建物の維持，拘禁監護施
設，カクンティのジェイノレ，市の拘禁施設，または一時的なシェルター・ケアの費用
lこ充てることは許されていない(当時の s.46.26 (2) (c))。







48) 5ee T. Hamilton， Division of Policy and Budget， Department of Health and Social 
Services， Discussion of the Community Youth and Family Aids Propω日1，1979， pp.1-6; 
Department of Health and Social Services， Division of Policy and Budget， op. cit.， 
pp.1-3. 
49) 例えば， John Howard Association， Juvenile Court 5ervices， A 5tatewide Master 
Plan and 5tudy， Final Repo付forthe 5tate of Wisconsin， Depa行mentof Health & 50 
cial 5ervices， Division of Famiか5ervices，1977. 
50) 子ども法第二次改正の経緯および内容については，服部・前掲「クィスコンシン
州における少年司法の歴史J303頁以下参照。






53) State of Wisconsin， Department of Health and Social Services， Division of Com-
munity Services， Bureau of Human Resources， Office for Children， Youth and 
Families， Choice for Communities， Alternatives for Youth， The Community Youth and 
334 
少年司法と財政
Family Aids Program， A Progress Report on Program Implemenωtion， 1982， Revised， 
1983， pp. 36-37 
54) Adams， Bay自eld，Dane， Juneau， La Crosse， Racine， Richland， Sauk， Washington， 
Winnebagoの10カクンティ。
55) State of Wisconsin， Legislative Audit Bureau， The Comunity Youth and Famiか
Aids Program: An Evaluation by the State of Wisconsin Legislative Audit Bureau， 
1981， p.8. 
56) T. Hamilton， op.αt.， p.7; Wisconsin Department of Health and Social Services， 
Division of Community Services， op. cit.， p. 11. 
57) 当時，健康社会福祉省は，地域の社会福祉およびメンタル・ヘルスに関する業務お
よび収入維持プログラム，健康に関する業務，ならびに，成人および少年の矯正に
関する業務を管轄していた。その後 1990年に同省矯正局 (Divisionof Correc 
tions)は独立して矯正省 (Departmentof Corrections) となった。そのとき少年矯
正とその関連業務は健康社会福祉省に残ったが，その後1995年に矯正省に移管さ
れ，新たに設けられた少年矯正局 (Divisionof Juvenile Corrections)のもとに置か
れることになった。現在では， Youth Aidsは矯正省少年矯正局の所管業務となって
L、る。
58) Wisconsin Department of Health and Social Services， Division of Community 
Services， op. cit.， pp.11-14 
59) もっとも，カヲンティによってはYouthAids導入にあたり体制が十分ではない
ところもあったが，全体的な評価としては州とカクンティとのあいだの共同はうま
く行ったようである。 SeeState ofWisconsin Legislative Audit Bureau， op. cit.， pp.ll-
18. 
60) Christina D. Carmichael， Wisconsin Legislative Fiscal Bureau， Information Paper 














Youth Aids導入は， どのような効果をもたらしたのであろうか。 Youth
Aids導入直後の 1982年および83年に州の健康社会福祉省地域局 (DCS)が


















































































数は減少した。 YouthAids導入直前の 1979年と導入直後の 82年とを比較
すると， EASの 1日当たりの平均収容者は 21%減少 (386人→ 304人)， LHS 
のそれは 29%減少した (286人→ 204人)(前掲表 1参照)0 82年時点、における
EASの収容定員は 313人， LHSのそれは 265人であるから定員充足率は






1978 1979 i 1980 1981 j 1982 1983 
都市のカウンティ
Brown 22 24 28 39 30 15 
Dane 23 23 32 22 24 26 
EauClaire 6 8 2 3 5 3 
Kenosha 62 43 69 58 23 31 
La Crosse 19 20 19 14 13 9 
Marathon 12 8 14 13 7 18 
Milwaukee 256 250 259 250 276 259 
Outagamie 20 24 17 18 22 23 
Racine 79 56 40 40 43 50 
Rock 45 39 33 25 24 24 
Sheboygan 21 17 13 11 7 8 
Waukesha 38 27 23 30 23 31 
Winnebago 26 15 15 21 7 6 
小計 629 554 564 544 504 503 
小計 (M丑waばeeを除く) 273 304 305 294 228 244 
田舎の力ウンティ 301 212 : 195 161 i 176 130 
合計 930 766 759 705 : 680 633 
少年矯正施設新収容者のない
5 7 i 16 17 i 19 22 カクンティの数
注:Department of Health and Social Services， Division of Policy and Budget， A 













年とを比較すると，その合計日数は 25万2160日から 10万8734日へ 57%
減少，合計費用は 388万 1850ドノレから 219万2733ドノレへ44%減少した。






















2011年には前年比で 4.9%(491万 7100ドソレ)の減額， 2012年には前年比で
5.1 % (491万 7000ドソレ)の減額を招いている。デイン・カクンティを例にYouth
Aids配分額の推移をみると， 2008年の 794万 4300ドノレをピークに，その後






































































としては，①租税収入，②公共料金75)(public charges for services)，③地方


































ティ社会福祉省子ども青少年家庭局 (DaneCounty Department of Human Servic-
es， Children， Youth & Families Division)が購入を予定した民営非行関連業務の金
額，すなわち，同局が編成した非行関連予算のうち民営業務購入費を， I予







06 07 08 09 10 1 12年
予防 94，652 86，405 79，019 9，868 9，590 9，590 $ 9，590 
(Pr官vention)I (8%) (7%) (5%) (1%) (1%) (1%) (1%) 
早期介入 I 89，750 90，542 141辺8 92，459 161，231 177，231 $ 192，913 
(Crisis lnt.) I (8%) (7%) (9%) (6%) (10%) (11%) (11%) 
処遇 988，902 1，038，249 1，437，466 1，505，003 1，430，503 1，434，503 $ 1，475，983 
(T民atment)I (84%) (85%) (87%) (94%) (899も) (88%) (88%) 
計 I1，173，304 1，215，196 1，657，713 1，607，330 1，601，324 1，621，324 $ 1，678，486 



































68) State of Wisconsin， Department of Health and Social Services， Division of Com 




70) Department of Health and Social Services， Division of Policy and Budget， op.cit.， 
p.33. 
71) State of Wisconsin， Department of Health and Social Services， Division of Com-
munity Services， Bureau of Human Resources， Office for Children， Youth and 
Families， op.cit.， pp.33， 35
72) State of Wisconsin， Department of Health and Social Services， Division of Com 
munity Services， Bureau of Human Resources， Office for Children， Youth and 
Families， op.cit.， pp.34， 36. 
73) デイン・カクンテイへの YouthAids配分額は， 2007年624万3200ドノレ， 08年
794万4300ドル， 09年739万3800ドノレ， 10年 712万 1700ドル， 1年712万1700ド
ノレである。
74) 山崎正・米国の地方財政 (1989年)156頁以下参照。







の採択により， 0.5%の売上税を賦課することができる (s.77.70)。この 0.5%分の
売上税はカクンテイの租税収入となる。
79) デイン・カクンティの売上税収入は， 2005年 4062万0232ドノレ， 06年4250万7147




























まった例の Iつである。これに対し， Youth Aidsは，州とカクンテイとの
あいだの新たな財政的関係を構築することにより，不適切な少年矯正施設収
容を抑制し，地域に基礎を置く非行関連業務の質の改善と範囲の拡大に貢献
してきたもので，財政の仕組みと少年司法とが良い形で結合した例の lつと
いえよう。ただし，今後YouthAidsの減額がワィスコンシン州の少年司法
にどのような影響を与えていくか，注意深〈見守っていかなければならな
い。ワィスコンシン州の 2つの経験は，少年司法と財政との関係をめぐる
「知恵Jと「危うさ」の両面を伝えている。
本稿を閉じるにあたり，クィスコンシン州における少年司法風土(ここで
は少年司法制度そのものだけではなしそれを取り巻く世論，経済，財政などの社会情勢
を含め，こう呼ぶことにしたい)とわが国におけるそれとの構造上の違いを整理
しておきたい。そのために 3本の座標軸をたてることにしよう。
第1の座標軸は「コストJ，第2の座標軸は「効果jである。この2つの
軸から成る座標平面は「費用対効果J(cost -benefit)を意味することになる。
クィスコンシン州の司法風土は「低コスト高効果Jを志向するベクトノレとし
てこの座標平面上に位置づけられる。ただし，少年矯正施設の統廃合は，費
用対効果の平面上にあるふりをしながら，実際には政治的駆け引きという異
次元へとシフトしてしまった現象と捉えることができょう。これに対し，わ
が国の司法風土は「高効果指向」ではあるが，一般的にはそれは処遇や働き
かけの効果として論じられており，コストとの関連で議論されることはほと
んどない。つまり，わが国には第 1の軸と第2の軸は存在するが，これらに
よる座標平面は十分に形成されていないことになる。
この平面上に，さらに「中央集権vs.地方分権」という第3の座標軸をた
ててみたい。この第3軸と第1軸(コスト)から成る座標平面は， r予算の中
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央集中vs.地方移譲」を意味することになる。 YouthAidsは， この平面上
に，中央から地方へ向かうベクトノレとして位置づけられる。これに対し，わ
が国の司法風土は，固ないし中央に集中した状態にある。家庭裁判所は国の
機関であり，そこに勤務する裁判官も家裁調査官も国家公務員である。処遇
機関である少年院も全て国立であり，法務教官も保護観察官も国家公務員で
ある。
ワィスコンシン州の少年司法風土とわが国のそれとのあいだには，以上の
ような基本構造の違いをみてとることができょう。もっとも，それはあくま
で特徴であって， どちらが良いとか悪いとか簡単にいえるものではない。し
かしながら，上のような構造上の遣いを捉えた上で，あらためてわが国の少
年司法風土をながめたときみえてくる課題もある。
第1は， iコストj という問題への向き合い方である。現在，わが国で
も，少年司法運営に必要なコストの問題が生じていないわけではない。公費
削減や公務員削減という時代の要求は，現場に重大な影響をもたらしてはい
ないだろうか。問題は，その問題が外からはみえにくい形で進行しているこ
とにある。わが国でも，予算や財政の問題を，潜在するものとしてではな
し外からもう少しみえる形にした上で，それが少年司法・矯正に及ぼして
いる影響について検討を始める時期に来ているのではないだろうか。
第2は，地方への一部予算移譲の可能性である。現在，わが国の少年司法
は，警察および児童福祉の領域を除けば，もっぱら国家予算により賄われて
いる。このことは統一的で均質な少年司法を実現している。しかし，ヲィス
コンシン州との比較でいえば，わが国の状況は，財政的には極端に中央に集
中するかっこうになっている。今後は，国の予算の一部を地方に移譲し，地
域における社会資源との連携も視野に入れながら，固と地方との協働事業と
して例えば家裁の保護的措置や社会内処遇の多様化を図るという可能性はな
いだろうか。
第3は，民間活力の利用可能性である。上では国から地方への予算の一部
移譲について述べたが，さらにその予算の一部を民間の取り組み，例えば
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少年育法主財政
NPO法人による少年保護や支援活動などに充てることが考えられよう。財
政的基盤が安定することで民間の活動が充実し，その結果，少年や家族の問
題が解決ないし軽減され，施設収容が回避されたなら，少年の成長や社会の
安全にとり望ましいだけでなく全体的な予算の節減にもなる。また，民間
ベースの活動の拡充は，少年司法を支える社会資源の開発や，地域に基礎を
置く非行問題への取り組みの推進にも貢献するであろう。ただし，予算のこ
のような流れを作る前提として，民間の活動の質という問題，つまり第2軸
の効果(有効性)の問題にもっと関心が注がれる必要があるように思われ
る。効果があってこそ，全体予算の削減が図られるからである。
以上のような予算の地方移譲および民間委託は，国の施策としての少年司
法から，地方の行政機関さらには地域の人々と連携する少年司法へ向け，司
法の実質と人々の意識を多少変換することになろう。財政の仕組みゃ予算の
流れをどう作るかは，非行問題に対する主体と責任の問題と不可分だからで
ある。
〈追記〉 敬愛する多国元先生に，まことに拙いものですが本稿を献呈させてい
ただきます。先生はお若いので，ご退職という言葉が私にはピンときません。
執筆の機会をお与えいただいた南山大学の諸先生，とくに丸山雅夫先生に厚〈
御礼申し上げます。
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